セルロース繊維の水と有機溶媒による緩和現象と膨潤挙動の影響 by 奥川 あかり & Akari Okugawa
  
氏       名    奥川 あかり 
学 位 の 種 類   博 士（生活造形学） 
学 位 記 番 号   家博甲第 15号 
学位授与の年月日   令和 2年 3月 16日 
学位授与の要件   学位規則第 4 条第 1 項該当 
            家政学研究科 生活造形学専攻 
論 文 題 目    Relaxation Phenomenon and swelling behavior of 
cellulose fibers affected by water and organic solvents 
論 文 審 査 委 員      主査 教授  平田 耕造 
副査 教授  田中 陽子 
副査  准教授 大森 正子 
副査 京都大学大学院 


































の低下度合いは、綿が 1/2 、麻が 7/10程度と、再生セルロース繊維（レーヨン 1/10、

























 尚、本論文は、査読付き雑誌に掲載された次の論文の研究を中心に、第 1から 5章に
まとめられたものである。 
Carbohydrate Polymers Volume 231 (2020) 115663, Relaxation phenomenon and 
















率（転移水分率、レーヨン 78％、キュプラ 63％、リヨセル 56％）において室温にまで
  
低下した可能性がある。転移水分率は、室温 298 Ｋ、湿度 100％の水分率（飽和水分率、






























































































































































令和 2年 2月 6日、主査 1名、副査 3名による論文審査委員会を開催した。学位論文
の審査結果、試験の結果、及び公開博士論文討論発表会の結果を総合して審議したとこ
ろ、提出された論文は博士（生活造形学）の学位に相当するものと判断した。 
